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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
微粒子固形物、有機媒体および／または水、および式１、式（２）または式２ａの化合物
をそれらの塩を含めて含有する、組成物：
【化１】

【化７】
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【化８】

ここで、
　Ｒは、非置換または置換したＣ１～５０－ヒドロカルビルである；
　Ｙは、Ｃ２～４－アルキレンオキシである；
　Ｔは、Ｃ２～４－アルキレンである；
　Ａは、二塩基酸またはそれらの無水物の残基であり、ここで、Ａは、脂肪族炭素－炭素
二重結合を有することを特徴とする二塩基酸または無水物の残基ではない；
　Ｚは、Ｃ２～６ポリアルキレンイミンおよび／またはポリアリルアミンの残基である；
　Ｗは、オキシド、尿素または二塩基酸またはそれらの無水物の残基である；
　ｘは、２～６０である；そして
　下付き文字０－ｖは、下付き文字０～ｖである；
　ｖは、ＲＯ－（Ｙ）ｘ－Ｔ－ＮＨ－Ａ－基を持っていないＺ中のアミノおよび／または
イミノ基の数を表わす；
　Ｘ－＊－＊－Ｘは、式１のＺのＣ２～６ポリアルキレンイミンおよび／またはポリアリ
ルアミンを表わす；
　Ｑは、ＲＯ－（Ｙ）ｘ－Ｔ－ＮＨ－Ａ－鎖である；
　式２において、ｑは、２～２０００である、
　Ｑ１は、式Ｒ１－Ｇ－（Ｂ）－のポリエステルおよび／またはポリアミド鎖を表わす；
　Ｒ１は、水素または非置換または置換したＣ１～５０－ヒドロカルビルである；
　Ｇは、二価結合またはカルボニルである；
　Ｂは、１個またはそれ以上のヒドロキシカルボン酸またはそれらのラクトンおよび／ま
たは１個またはそれ以上のアミノカルボン酸の残基である；
　式２ａにおいて、ｑおよびｓは、ｑ＋ｓが２～２０００であるような、０より大きい正
の整数であり、
　ここで、該微粒子固形物は顔料、増量剤および充填剤からなる群より選択され；
　ここで、該有機媒体はポリオール、熱硬化性樹脂、熱可塑性樹脂、アミン、エーテル、
有機酸、エステル、ケトン、グリコール、アルコール、アミド、非ハロゲン化芳香族炭化
水素、ハロゲン化芳香族炭化水素、非ハロゲン化脂肪族炭化水素およびハロゲン化脂肪族
炭化水素からなる群より選択され；そして、
　ここで、ＱおよびＱ１はＸ－＊－＊－Ｘの残基に結合している、
　組成物。
【請求項２】
微粒子固形物、有機媒体および式（１ａ）の化合物およびそれらの塩を含有する、組成物
：
【化２】

ここで：
　Ｒは、非置換または置換したＣ１～５０－ヒドロカルビルである；
　Ｙは、Ｃ２～４－アルキレンオキシである；
　Ｔは、Ｃ２～４－アルキレンである；
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　Ｚは、Ｃ２～６ポリアルキレンイミンおよび／またはポリアリルアミンの残基である；
　ｘは、２～６０である；
　ＡおよびＡＩは、別個に、二塩基酸の残基であり、これは、同一または異なり得る；そ
して
　ｐは、０～２００であり、
　ここで、該微粒子固形物は顔料、増量剤および充填剤からなる群より選択され；
　ここで、該有機媒体はポリオール、熱硬化性樹脂、熱可塑性樹脂、アミン、エーテル、
有機酸、エステル、ケトン、グリコール、アルコール、アミド、非ハロゲン化芳香族炭化
水素、ハロゲン化芳香族炭化水素、非ハロゲン化脂肪族炭化水素およびハロゲン化脂肪族
炭化水素からなる群より選択される、
　組成物。
【請求項３】
（Ｙ）ｘで表わされる鎖が、数を基準として７５％までエチレンオキシ繰り返し単位を含
有し得る、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
ＡおよびＡＩが、マロン酸、コハク酸およびフタル酸からなる群から別個に誘導される残
基である、請求項２に記載の組成物。
【請求項５】
前記Ｚで表わされる基が、ポリエチレンイミンである、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
前記有機媒体が、ポリオール、アミン、エーテル、有機酸、エステル、ケトン、グリコー
ル、アルコール、アミド、非ハロゲン化芳香族炭化水素、ハロゲン化芳香族炭化水素、非
ハロゲン化脂肪族炭化水素およびハロゲン化脂肪族炭化水素からなる群より選択される、
請求項１に記載の組成物。
【請求項７】
前記有機媒体が、熱硬化性樹脂または熱可塑性樹脂である、請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
前記有機液体が、全有機液体を基準にして、少なくとも０．１重量％のポリオール、アミ
ン、エーテル、有機酸、エステル、ケトン、グリコール、アルコール、アミドからなる群
より選択される有機液体を含有する、請求項１に記載の組成物。
【請求項９】
前記微粒子固形物が、顔料である、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
ミルベースとして使用するための、請求項１に記載の組成物。
【請求項１１】
塗料またはインクとして使用するための、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
式１の化合物、およびそれらの塩：
【化５】

ここで、
　Ｒは、非置換または置換したＣ１～５０－ヒドロカルビルである；
　Ｙは、Ｃ２～４－アルキレンオキシである；
　Ｔは、Ｃ２～４－アルキレンである；
　Ａは、二塩基酸またはそれらの無水物の残基であり、ここで、Ａは、脂肪族炭素－炭素
二重結合を有することを特徴とする二塩基酸または無水物の残基ではない；
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　Ｚは、１５００以上の数平均分子量を有するＣ２～６ポリアルキレンイミンおよび／ま
たはポリアリルアミンの残基である；
　Ｗは、オキシド、尿素または二塩基酸またはそれらの無水物の残基である；
　ｘは、２～６０である；
　下付き文字１－ｖは、下付き文字１～ｖである；そして
　ｖは、ＲＯ－（Ｙ）ｘ－Ｔ－ＮＨ－Ａ－基を持っていないＺ中のアミノおよび／または
イミノ基の数を表わす、
　化合物。
【請求項１３】
式１、式（２）または式２ａの化合物、およびそれらの塩：
【化６】

【化７】

【化８】

ここで、
　Ｒは、非置換または置換したＣ１～５０－ヒドロカルビルである；
　Ｙは、Ｃ２～４－アルキレンオキシである；
　Ｔは、Ｃ２～４－アルキレンである；
　Ａは、二塩基酸またはそれらの無水物の残基であり、ここで、Ａは、脂肪族炭素－炭素
二重結合を有することを特徴とする二塩基酸または無水物の残基ではない；
　Ｚは、Ｃ２～６ポリアルキレンイミンおよび／またはポリアリルアミンの残基であり、
該残基は、１，５００以上の数平均分子量を有する；そして
　ｘは、２～６０である；
　Ｘ－＊－＊－Ｘは、式１のＺのＣ２～６ポリアルキレンイミンおよび／またはポリアリ
ルアミンを表わす；
　Ｑは、ＲＯ－（Ｙ）ｘ－Ｔ－ＮＨ－Ａ－鎖である；
　式（２）において、ｑは、２～２０００である、
　Ｑ１は、式Ｒ１－Ｇ－（Ｂ）－のポリエステルおよび／またはポリアミド鎖を表わす；
　Ｒ１は、水素または非置換または置換したＣ１～５０－ヒドロカルビルである；
　Ｇは、二価結合またはカルボニルである；
　Ｂは、１個またはそれ以上のヒドロキシカルボン酸またはそれらのラクトンおよび／ま
たは１個またはそれ以上のアミノカルボン酸の残基である；
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　式２ａにおいて、ｑおよびｓは、ｑ＋ｓが２～２０００であるような、０より大きい正
の整数であり；
　ここで、式（２）においてＸ－＊－＊－Ｘは１５００以上の数平均分子量を有し；そし
て
　ここで、ＱおよびＱ１はＸ－＊－＊－Ｘの残基に結合している、
　化合物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、２００３年７月１８日に出願されたＧＢ　０３１６８５７．２および２００３
年１１月１日に出願されたＧＢ　０３２５５３７．９から優先権を主張している。
【０００２】
　（発明の分野）
　本発明は、微粒子固形物、有機媒体および分散剤を含有する組成物に関し、そしてイン
ク、ミルベース、プラスチックおよび塗料でのそれらの使用に関する。これらの分散剤の
いくつかは、新規である。
【背景技術】
【０００３】
　（発明の背景）
　インク、塗料、ミルベースおよびプラスチック材料のような多くの調合物は、有機媒体
中に微粒子固形物を均一に分布させるために、有効な分散剤が必要である。この有機媒体
は、極性有機媒体から非極性有機媒体へと変わり得る。結果的に、極性有機媒体および非
極性有機媒体の両方で微粒子固形物を分散できる分散剤が求められている。
【０００４】
　米国特許第４，８６５，６２１号は、二塩基酸無水物、ポリオキシアルキレンモノアミ
ンおよびヒドロカルビルポリアミンの反応生成物（これは、１３４３までの数平均分子量
を有する）を含有する自動車用燃料組成物を開示している。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　（発明の要旨）
　ある範囲の有機媒体（特に、極性有機媒体（水を含めて））において、ある種の分散剤
が微粒子固形物を分散させる優れた性能を示すことが発見された。それゆえ、本発明によ
れば、微粒子固形物、有機媒体および／または水および式（１）の化合物およびそれらの
塩を含有する組成物が提供される：
【０００６】

【化９】

ここで、
　Ｒは、Ｃ１～５０－必要に応じて置換したヒドロカルビルである；
　Ｙは、Ｃ２～４－アルキレンオキシである；
　Ｔは、Ｃ２～４－アルキレンである；
　Ａは、二塩基酸またはそれらの無水物の残基である；
　Ｚは、ポリアミンおよび／またはポリイミンの残基である；
　Ｗは、オキシド、尿素または二塩基酸またはそれらの無水物の残基である；
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　ｘは、２～６０である；そして
　下付き文字０－Ｖは、下付き文字０～Ｖであり；
　ｖは、ＲＯ－（Ｙ）ｘ－Ｔ－ＮＨ－Ａ－基を持っていないＺ中のアミノおよび／または
イミノ基の利用可能な最大数を表わす。
　Ｚは、ポリアミンおよび／またはポリイミンの残基であるので、好ましくは、Ｚに結合
した２個より多いＲＯ－（Ｙ）ｘ－Ｔ－ＮＨ－Ａ－基が存在しており、これらは、同一ま
たは異なり得る。
【０００７】
　Ｚは、ポリアミンおよび／またはポリイミンの残基であるので、好ましくは、Ｚに結合
した２個より多いＲＯ－（Ｙ）ｘ－Ｔ－ＮＨ－Ａ－基が存在しており、これらは、同一ま
たは異なり得る。
【０００８】
　Ｗが二塩基酸の残基である特定の場合、微粒子固形物、有機媒体および式１ａの化合物
を含有する組成物が提供される。
【０００９】
【化１０】

ここで、
　Ｒ、Ｙ、Ｔ、Ｚおよびｘは、先に定義したとおりである；
　ＡおよびＡＩは、別個に、二塩基酸の残基であり、これは、同一または異なり得る；そ
して
　ｐは、０～２００である。
【００１０】
　Ｒは、好ましくは、アリール、アラルキル、アルカリール、シクロアルキルまたはアル
キルであり、これは、直鎖または分枝であり得る。
【００１１】
　Ｒは、アリールであるとき、好ましくは、ナフチルまたはフェニルである。
【００１２】
　Ｒは、アラルキルであるとき、好ましくは、２－フェニルエチル、または好ましくは、
ベンジルである。
【００１３】
　Ｒは、アルカリールであるとき、好ましくは、オクチルフェニルまたはノニルフェニル
である。
【００１４】
　Ｒは、シクロアルキルであるとき、好ましくは、Ｃ３～８－シクロアルキル（例えば、
シクロプロピル、特に、シクロヘキシル）である。
【００１５】
　（発明の詳細な説明）
　本発明は、上記組成物を提供する。
【００１６】
　Ｒが、必要に応じて分枝したアルキル、特に、Ｃ１～３６の必要に応じて分枝したアル
キルであることは、特に好ましい。それゆえ、ＲＯ－基は、アルコール（例えば、メタノ
ール、エタノール、ｎ－プロパノール、ｎ－ブタノール、ｎ－ヘキサノール、ｎ－オクタ
ノール、ｎ－デカノール、ｎ－ドデカノール、ｎ－テトラデカノール、ｎ－ヘキサデカノ
ール、ｎ－オクタデカノール、イソプロパノール、イソブタノール、第三級ブタノール、
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２－エチルブタノール、２－エチルヘキサノール、３－ヘプタノール、３，５，５－トリ
メチルヘキサノール、３，７－ジメチルオクタノールおよびいわゆるＧｕｅｒｂｅｔアル
コール（例えば、Ｉｓｏｆｏｌ（Ｃｏｎｄｅａ　ＧｍｂＨから）の商品名で市販されてい
るもの）（それらの混合物を含めて）の残基であり得る。Ｇｕｅｒｂｅｔアルコールの具
体的な例には、Ｉｓｏｆｏｌ　１２、１４Ｔ、１６、１８Ｔ、１８Ｅ、２０、２４、２８
、３２、３２Ｔおよび３６がある。
【００１７】
　Ｒが、Ｃ１～６－アルキル、特に、Ｃ１～４－アルキル（例えば、メチル）であること
は、特に好ましい。
　Ｒが置換ヒドロカルビルであるとき、その置換基は、Ｃ１～１０－アルコキシ、カルボ
ニル、スルホニル、カルバモイル、スルファモイル、ハロゲン、ニトリル、ウレイド、ウ
レタンまたはエステル（すなわち、－ＣＯＯ－または－ＯＣＯ－）であり得る。しかしな
がら、Ｒは、非置換であることが好ましい。
【００１８】
　（Ｙ）ｘで表わされる鎖は、１形式のＣ２～４－アルキレンオキシ繰り返し単位だけを
含有し得るか、または２種またはそれ以上の異なるＣ２～４－アルキレンオキシ繰り返し
単位を含有し得る。（Ｙ）ｘで表わされる鎖が２種またはそれ以上の異なるＣ２～４－ア
ルキレンオキシ繰り返し単位を含有するとき、（Ｙ）ｘの構造は、ランダムであり得るが
、好ましくは、ブロックである。
【００１９】
　Ｙは、好ましくは、Ｃ３～４－アルキレンオキシ、さらに好ましくは、－ＣＨ２ＣＨ２

ＣＨ２ＣＨ２Ｏ－または－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２Ｏ－、特に、－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ

３）Ｏ－であり、または他の実施態様では、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ－または－
ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ２－ＣＨ３）－Ｏ－である。
【００２０】
　ＹがＣ３～４－アルキレンオキシであるとき、（Ｙ）ｘで表わされる鎖は、９５％まで
、さらに好ましくは、７５％まで、特に、５０％までのエチレンオキシ繰り返し単位を含
有し得る。（Ｙ）ｘが５０％より多い、特に、７５％より多いエチレンオキシ繰り返し単
位を含有する分散剤は、水性媒体（これは、必要に応じて、極性有機液体を含有する）に
、より適している。
【００２１】
　ＹがＣ３～４－アルキレンオキシであり、（Ｙ）ｘで表わされる鎖がエチレンオキシ（
－ＣＨ２ＣＨ２Ｏ－）を含有するとき、（Ｙ）ｘの構造は、ランダムであり得るが、好ま
しくは、ブロックである。
【００２２】
　式（１）の好ましい化合物では、Ｙは、－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ－であり、そして（
Ｙ）ｘで表わされる鎖は、７５％までのエチレンオキシ繰り返し単位を含有し得る。
【００２３】
　Ｔは、好ましくは、Ｃ３～４－アルキレン、さらに好ましくは、－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３

）－であるか、または他の実施態様では、－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－である。
【００２４】
　好ましくは、Ｔは、Ｙが－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）Ｏ－であるとき、－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ

３）－である。
【００２５】
　ＲＯ－（Ｙ）ｘ－Ｔ－ＮＨ－基は、好ましくは、ポリアルキレンオキシドモノアルキル
エーテルモノアミンの残基である。この種の化合物は、Ｊｅｆｆａｍｉｎｅ（商標）　Ｍ
－シリーズのモノアミノとして、Ｈｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから市販さ
れている。Ｊｅｆｆａｍｉｎｅ（商標）　ａｍｉｎｅｓの具体的な例には、Ｍ－６００（
９、０、６００）、Ｍ－１０００（３、１８、１０００）、Ｍ－２００５（３２、２、２
０００）およびＭ－２０７０（１０、３１、２０００）がある。括弧内の数字は、それぞ
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れ、プロピレンオキシド、エチレンオキシドの概算の繰り返し単位、および数平均分子量
である。
【００２６】
　Ｚは、ポリアミンの残基であるとき、好ましくは、ポリビニルアミンまたはポリアリル
アミンである。異なる分子量のポリアリルアミンおよびポリ（Ｎ－アルキル）アリルアミ
ンは、Ｎｉｔｔｏ　Ｂｏｓｅｋｉから市販されている。異なる分子量のポリビニルアミン
は、Ｍｉｔｓｕｂｉｓｈｉ　Ｋａｓｅｉから市販されている。
【００２７】
　Ｚは、ポリイミンの残基であるとき、好ましくは、ポリ（Ｃ２～６－アルキレンイミン
）、特に、ポリエチレンイミン（ＰＥＩ）である。このポリイミンは、直鎖、または特に
、分枝であり得る。直鎖ポリエチレンイミンは、例えば、Ｔａｋｅｏ　Ｓａｅｇｕｓａら
より、Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ，１９７２，Ｖｏｌ　５，ｐａｇｅ　４４７０で記
述されているように、ポリ（Ｎ－アシル）アルキレンイミンの加水分解により、調製され
得る。異なる分子量の分枝ポリエチレンイミンは、ＢＡＳＦおよびＮｉｐｐｏｎ　Ｓｈｏ
ｋｕｂａｉから市販されている。ポリプロピレンイミンデンドリマーは、ＤＳＭ　Ｆｉｎ
ｅ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから市販されており、そしてポリ（アミドアミン）デンドリマー
は、「Ｓｔａｒｂｕｒｓｔ」デンドリマーとして、Ａｌｄｒｉｃｈ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　
Ｃｏｍｐａｎｙから市販されている。
【００２８】
　このポリアミンまたはポリイミンの数平均分子量は、好ましくは、５００～６００，０
００、さらに好ましくは、１，５００～２００，０００、さらにより好ましくは、１，５
００～１００，０００、特に、１５００～５０，０００である。ポリエチレンイミンの場
合、その数平均分子量は、好ましくは、１５００以上、さらに好ましくは、３，０００以
上、特に、５，０００以上である。
【００２９】
　ＡおよびＡＩで表わされる二塩基酸の残基は、式ＨＯＯＣ－Ｂ’－ＣＯＯＨの二塩基酸
またはそれらの無水物から誘導され得、ここで、Ｂ’は、１個～２０個の炭素原子を含有
する直接結合または二価有機部分である。好ましくは、もし、Ａが所定式の脂肪族二塩基
酸または無水物から誘導されるなら、Ｂ’は、完全に飽和されている（すなわち、それは
、炭素－炭素二重結合を含まない）。必要に応じて、ＡＩは、脂肪族二塩基酸またはそれ
らの無水物から誘導され、そのとき、ＡＩに使用されるＢ’は、完全に飽和されている。
Ｂ’は、芳香族、ヘテロ芳香族、脂環族または脂肪族であり得、これは、必要に応じて、
置換され得る。Ｂ’は、２個またはそれ以上の炭素原子を含有する脂肪族であるとき、直
鎖または分枝、飽和（先に述べたように、特に、Ａに入るＢ’単位について、飽和されて
いることが好ましい）または不飽和であり得る。好ましくは、Ｂ’は、非置換である。ま
た、Ｂ’は、１２個以下、特に、８個以下の炭素原子を含有することが好ましい。不飽和
脂肪族Ｂ’単位（例えば、無水マレイン酸を製造するのに使用されるもの）は、いくつか
の反応条件下にて、非常にゲル化した反応生成物と会合している。
【００３０】
　Ｂ’は、芳香族であるとき、好ましくは、フェニレンであり、Ｂ’は、脂環族であると
き、好ましくは、シクロヘキシレンであり、Ｂは、脂肪族であるとき、好ましくは、アル
キレンである。好ましい二塩基酸は、テレフタル酸、テトラヒドロフタル酸、メチルテト
ラヒドロフタル酸、ヘキサヒドロフタル酸、メチルヘキサヒドロフタル酸、トリメリト酸
、Ｃ１～２０－アルケニルまたはアルキルコハク酸、特に、マレイン酸、マロン酸、コハ
ク酸およびフタル酸である。好ましい無水物には、無水グルタル酸、無水コハク酸および
無水フタル酸である。
【００３１】
　二塩基酸またはそれらの無水物の混合物は、使用され得る。それゆえ、Ａは、１種また
はそれ以上の異なる二塩基酸または無水物の残基であり得る。しかしながら、Ａは、単一
の二塩基酸または無水物の残基であることが好ましい。同様に、ＡＩは、１種またはそれ
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以上の異なる二塩基酸または無水物の残基であり得る。この場合もやはり、ＡＩは、単一
の二塩基酸または無水物の残基であることが好ましい。また、ＡおよびＡＩの両方は、同
じ二塩基酸または無水物であることが好ましい。Ａおよび／またはＡＩは、無水コハク酸
の残基であることがずっと好ましい。
【００３２】
　Ｗがオキシドの残基であるとき、ＲＯ－（Ｙ）ｘ－Ｔ－ＮＨ－Ａ－基を持っていないＺ
中のアミノまたはイミノ基のいずれかは、酸素（空気を含めて）または過酸化物（例えば
、過酸化水素または過硫酸アンモニウム）との反応により、Ｎ－オキシドに変換され得る
。
【００３３】
　同様に、Ｗが尿素の残基であるとき、尿素と反応されるＺ中の遊離のアミノおよび／ま
たはイミノ基は、ＲＯ－（Ｙ）ｘ－Ｔ－ＮＨ－Ａ－基を持っていないアミノまたはイミノ
基の最大数までで、広い範囲にわたって、変わり得る。
【００３４】
　Ｗが、二塩基酸または無水物の残基である特定の場合、ＲＯ－（Ｙ）ｘ－Ｔ－ＮＨ－Ａ
－基を持っていないＺ中の遊離アミノまたはイミノ基の大部分は、ＡＩで表わされる二塩
基酸または無水物と反応されることがずっと好ましい。
【００３５】
　それゆえ、ｐが式１ａでは０以外であるとき、ＲＯ－（Ｙ）ｘ－Ｔ－ＮＨ－Ａ－基を持
っていないＺ中のアミノまたはイミノ基の大部分は、残基－ＡＩ－ＯＨを備えている。
【００３６】
　好ましい１実施態様では、Ｚで表わされるポリアミンまたはポリイミンは、好ましくは
、２個またはそれ以上のＲＯ－（Ｙ）ｘ－Ｔ－ＮＨ－Ａ－基を備えており、これらは、同
一または異なり得る。この種の分散剤は、好都合には、式（２）で表わされ得る：
【００３７】
【化１１】

ここで、
　Ｘ－＊－＊－Ｘは、ポリアミンおよび／またはポリイミンを表わす；
　Ｑは、ＲＯ－（Ｙ）ｘ－Ｔ－ＮＨ－Ａ－鎖である；そして
　ｑは、２～２０００である。
【００３８】
　さらに好ましい実施態様では、Ｚで表わされるポリアミンまたはポリイミンは、好まし
くは、２個またはそれ以上の異なる重合体鎖を備えており、そして式２ａで表わされる。
【００３９】
【化１２】

ここで、
　Ｘ－＊－＊－ＸおよびＱは、上で定義したとおりである；そして
　Ｑ１は、式Ｒ’－Ｇ－（Ｂ）ｓ－のポリエステルおよび／またはポリアミド鎖を表わす
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；
　Ｒ１は、水素またはＣ１～５０－必要に応じて置換したヒドロカルビルである；
　Ｇは、二価結合またはカルボニルである；
　Ｂは、１個またはそれ以上のアミノカルボン酸、１個またはそれ以上のヒドロキシカル
ボン酸、１個またはそれ以上のヒドロキシカルボン酸のラクトンまたはそれらの混合物の
残基である；
　ｑおよびｓは、０より大きい整数である；そして
　ｑ＋ｓは、２～２０００である。
【００４０】
　好ましくは、Ｇは、カルボニルであり、そしてＲ１－Ｇ－は、Ｃ１～５０－必要に応じ
て置換したヒドロカルビルカルボン酸、特に、Ｃ１～５０－必要に応じて置換した脂肪族
酸の残基であり、この場合、その脂肪族基は、飽和または不飽和、直鎖または分枝であり
得る。
【００４１】
　好ましくは、Ｒ１は、Ｒについて先に開示したように、３６個より多い炭素原子を含有
しない。
【００４２】
　Ｒ１－ＣＯ－はまた、直鎖または分枝、飽和または不飽和の必要に応じて置換したカル
ボン酸（例えば、メトキシ酢酸、プロピオン酸、酪酸、ヘキサン酸、オクタン酸、ラウリ
ン酸、ドデカン酸、ステアリン酸、２－エチル酪酸、２－エチルヘキサン酸、２－ブチル
オクタン酸、２－ヘキシルデカン酸、２－オクチルデカン酸および２－デシルテトラデカ
ン酸）の残基であり得る。この種の分枝アルキルカルボン酸もまた、Ｉｓｏｃａｒｂ（Ｃ
ｏｎｄｅａ　ＧｍｂＨから）の商品名で入手でき、具体的な例には、Ｉｓｏｃａｒｂ　１
２、１６、２０、２８、３２、３４Ｔおよび３６がある。
【００４３】
　Ｒ１が置換されているとき、その置換基は、１個またはそれ以上のエーテル基、特に、
２個またはそれ以上のエーテル基であり得る。それゆえ、Ｒ１－ＣＯ－は、Ａｋｙｐｏカ
ルボン酸（Ｋａｏ　Ｃｈｅｍ　ＧｍｂＨから）の残基であり得る。具体的な例には、Ａｋ
ｙｐｏ　ＬＦ１、Ａｋｙｐｏ　ＬＦ２、Ａｋｙｐｏ　ＲＬＭ　２５、Ａｋｙｐｏ　ＲＬＭ
　４５　ＣＡ、Ａｋｙｐｏ　ＲＯ　２０　ＶＧおよびＡｋｙｐｏ　ＲＯ　５０　ＶＧがあ
る。
【００４４】
　Ｂが得られるアミノカルボン酸は、好ましくは、アミノ－Ｃ２～２０－アルケニレンカ
ルボン酸、特に、アミノ－Ｃ１～２０－アルキレンカルボン酸である。好ましくは、その
アルキ（ケニ）レン基は、１２個以下の炭素原子を含有する。具体的な例には、１１－ア
ミノウンデカン酸、特に、６－アミノカプロン酸、４－アミノ酪酸、β－アラニンおよび
サルコシンがある。
【００４５】
　Ｂが誘導されるヒドロキシカルボン酸は、好ましくは、ヒドロキシ－Ｃ２～２０－アル
ケニレンカルボン酸、特に、ヒドロキシ－Ｃ１～２０アルキレンカルボン酸である。適当
なヒドロキシカルボン酸の具体的な例には、リシノール酸、１２－ヒドロキシステアリン
酸、６－ヒドロキシカプロン酸、５－ヒドロキシ吉草酸、１２－ヒドロキシドデカン酸、
５－ヒドロキシドデカン酸、５－ヒドロキシデカン酸、４－ヒドロキシデカン酸、１０－
ヒドロキシウンデカン酸、乳酸およびグリコール酸がある。
【００４６】
　Ｂはまた、ラクトン（例えば、β－プロピオラクトン、必要に応じてＣ１～６－アルキ
ルで置換したε－カプロラクトンおよび必要に応じてＣ１～６－アルキルで置換したδ－
バレロラクトン）から誘導される。具体的な例には、ε－カプロラクトン、および７－メ
チル－、３－メチル－、５－メチル－、６－メチル－、４－メチル－、５－テトラ－ブチ
ル－、４，４，６－トリメチル－および４，６，６－トリメチル－ε－カプロラクトンお
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よびδ－バレロラクトンがある。
【００４７】
　ｑとｓとの比は、好ましくは、６：１～１：６である。
【００４８】
　上で述べたように、この分散剤は、塩の形状で存在し得る。この分散剤がカルボン酸基
を含有する場合、この塩は、アルカリ金属（例えば、リチウム、カリウムまたはナトリウ
ム）の塩であり得る。あるいは、この塩は、アンモニア、アミンまたは四級アンモニウム
カチオンを使って、形成され得る。アミンの例には、メチルアミン、ジエチルアミン、エ
タノールアミン、ジエタノールアミン、ヘキシルアミン、２－エチルヘキシルアミンおよ
びオクタデシルアミンがある。この四級アンモニウムカチオンは、四級アンモニウムカチ
オンまたはベンザルコニウムカチオンであり得る。この四級アンモニウムカチオンは、好
ましくは、６個～２０個の炭素原子を含有する１個または２個のアルキル基を含有する。
四級アンモニウムカチオンの例には、テトラエチルアンモニウム、Ｎ－オクタデシル－Ｎ
，Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモニウム；Ｎ，Ｎ－ジドデシル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウ
ム、Ｎ－ベンジル－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルアンモニウムおよびＮ－ベンジル－Ｎ－オク
タデシル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアンモニウムカチオンがある。
【００４９】
　カルボン酸基を含有する分散剤は、遊離酸の形状であることがずっと好ましい。
【００５０】
　ｖが０である式１の分散剤は、着色した酸の塩の形状であり得る。この着色した酸は、
任意のアニオン染料（例えば、スルホン化フタロシアニン、特に、銅またはニッケルフタ
ロシアニン）、またはスルホン酸基および／またはカルボン酸基を含有するジアゾ染料で
あり得る。
【００５１】
　ｖが０であるとき、ＲＯ－（Ｙ）ｘ－Ｔ－ＮＨ－Ａ－基を持っていないＺ中のアミノお
よび／またはイミノ基のいくつかは、四級化され得る。好ましい四級化剤には、硫酸ジメ
チル、塩化ベンジル、ハロゲン（特に、塩素、臭素およびヨウ素）化メチル、ｐ－トルエ
ンスルホン酸メチルおよびプロパンスルトンがある。
【００５２】
　式（１）の化合物は、当該技術分野で公知の任意の方法により、製造され得る。それは
、好ましくは、式（３）の化合物と、二塩基酸、またはさらに好ましくは、それらの無水
物と、ポリアミンおよび／またはポリイミンと、必要に応じて、第二の二塩基酸、または
好ましくは、それらの無水物とを反応させることにより、調製される。
【００５３】
【化１３】

ここで、Ｒ、Ｙ、Ｔおよびｘは、先に記述したとおりである。
【００５４】
　好ましくは、式（３）の化合物は、４０～１５０℃、さらに好ましくは、６０～１００
℃の温度で、第一の二塩基酸または無水物と反応される。この反応は、好ましくは、不活
性雰囲気で実行される。この不活性雰囲気は、周期表の任意の不活性ガスから提供され得
るが、好ましくは、窒素である。
【００５５】
　このポリアミンおよび／またはポリイミンとの反応は、好ましくは、１００～２００℃
の温度で、実行される。このような条件下にて、この反応により、塩形状単独よりもむし
ろアミドおよび塩形状の混合物が得られる。
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【００５６】
　任意の第二の二塩基酸、または好ましくは、それらの無水物が関与している反応は、好
ましくは、第一の二塩基酸またはそれらの無水物を使って使用される条件と類似の条件を
使用して、実行される。
　第一および第二の二塩基酸またはそれらの無水物が関与している反応は、それらの反応
物に不活性である有機希釈剤の存在下にて、実行され得る。同様に、式３の化合物と二塩
基酸またはそれらの無水物とポリアミンおよび／またはポリイミンとの間の反応もまた、
有機希釈剤の存在下にて、実行され得る。好ましくは、この有機希釈剤は、反応物のため
の溶媒である。この有機希釈剤は、芳香族または脂肪族（ハロゲン化誘導体を含めて）で
あり得る。例には、トルエン、クロロベンゼン、ヘプタンおよび石油エーテル留出物があ
る。好ましくは、この反応は、有機希釈剤の非存在下にて、実行される。
【００５７】
　Ｗがオキシドの残基であるとき、ＲＯ－（Ｙ）ｘ－Ｔ－ＮＨ－Ａ－基を持っていないＺ
中のアミノおよび／またはイミノ基の数は、広い範囲にわたって、変わり得る。このよう
な分散剤は、遊離アミノおよび／またはイミノ基を含有する分散剤と酸化性化合物（例え
ば、酸素（または空気）または過酸化物（例えば、過酸化水素または過硫酸アンモニウム
）とを反応させることにより、容易に調製される。同様に、Ｗが尿素の残基であるとき、
このような分散剤はまた、ＲＯ－（Ｙ）ｘ－Ｔ－ＮＨ－Ａ－基を持っていないＺ中の任意
の遊離アミノおよび／またはイミノ基と尿素とを反応させることにより、容易に調製され
得る。この反応は、好ましくは、不活性雰囲気にて、８０℃と１４０℃の間の温度で、実
行される。
【００５８】
　Ｗが二塩基酸またはそれらの無水物の残基である特定の場合、ＲＯ－（Ｙ）ｘ－Ｔ－Ｎ
Ｈ－Ａ－基を持っていないＺ中のアミノおよび／またはイミノ基の大部分は、この二塩基
酸または無水物と反応されることがずっと好ましい。
【００５９】
　この組成物中で存在している微粒子固形物は、この有機媒体に実質的に不溶である任意
の無機または有機固形材料であり得る。好ましくは、この微粒子固形物は、顔料である。
【００６０】
　適当な固形物の例には、溶媒インク用の顔料；塗料およびプラスチック材料用の顔料、
増量剤および充填剤；分散染料；溶媒染浴、インクおよび他の溶媒適用系用の光学光沢剤
および織物助剤；オイルベースおよび逆乳化穿孔泥用の固形物；ドライクリーラング液中
のゴミおよび固形粒子；微粒子セラミック材料；磁性材料および磁気記録媒体；繊維（例
えば、複合材料用のガラス、鋼鉄、カーボンおよびホウ素）、および殺生物剤、農薬およ
び医薬品があり、これらは、有機媒体中にて、分散剤として適用される。
【００６１】
　好ましい固形物は、例えば、ｔｈｅ　Ｔｈｉｒｄ　Ｅｄｉｔｉｏｎ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｃ
ｏｌｏｕｒ　Ｉｎｄｅｘ（１９７１）およびその改訂版および付録において、「Ｐｉｇｍ
ｅｎｔｓ」の表題の章にて記述されているよく知られた種類の顔料のいずれかに由来の有
機顔料である。有機顔料の例には、アゾ、ジスアゾ、縮合アゾ、チオインジゴ、インダン
スロン、イソインダンスロン、アンタンスロン、アントラキノン、イソジベンザンスロン
、トリフェンジオキサジン、キナクリドンおよびフタロシアニン系列（特に、銅フタロシ
アニンおよびその核水素化誘導体）、また、酸、塩基および媒染染料のレーキからに誘導
されたものがある。カーボンブラックは、厳密に言えば無機であるが、その分散特性の点
で、有機顔料のように挙動する。好ましい有機顔料は、フタロシアニン（特に、銅フタロ
シアニン）、モノアゾ、ジスアゾ、インダンスロン、アンタンスロン、キナクリドンおよ
びカーボンブラックである。
【００６２】
　好ましい無機固形物には、以下が挙げられる：増量剤および充填剤（滑石、カオリン、
シリカ、バライトおよびチョーク）；微粒子セラミック材料（アルミナ、シリカ、ジルコ
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ニア、チタニア、窒化ケイ素、窒化ホウ素、炭化ケイ素、炭化ホウ素、混合窒化ケイ素－
窒化アルミニウム、および金属チタネート）；微粒子磁性材料（例えば、遷移金属（特に
、鉄およびクロム）の磁性酸化物（例えば、γ－Ｆｅ２Ｏ３、Ｆｅ３Ｏ４、およびコバル
トをドープした酸化鉄、酸化カルシウム、フェライト（特に、バリウムフェライト））；
および金属粒子（特に、金属鉄、ニッケル、コバルト、銅およびそれらの合金）。
【００６３】
　他の有用な固形材料には、農薬（例えば、殺真菌剤であるフルトリアフェン（ｆｌｕｔ
ｒｉａｆｅｎ）、カルベンダジム、クロロタロニルおよびマンコゼブ）が挙げられる。
【００６４】
　本発明の組成物中で存在している有機媒体は、好ましくは、プラスチック材料、さらに
好ましくは、有機液体である。この有機液体は、非極性有機液体、またはさらに好ましく
は、極性有機液体であり得る。この有機液体に関連した「極性」との用語は、Ｊｏｕｒｎ
ａｌ　ｏｆ　Ｐａｉｎｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ，Ｖｏｌ．３８，１９６６，２６９ペー
ジにあるＣｒｏｗｌｅｙらによる「Ａ　Ｔｈｒｅｅ　Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎａｌ　Ａｐｐｒ
ｏａｃｈ　ｔｏ　Ｓｏｌｕｂｉｌｉｔｙ」の表題の文献で記述されているように、有機液
体が中程度から強力な結合を形成できることを意味する。このような有機液体は、一般に
、上述の文献で定義されているように、５個またはそれ以上の水素結合数を有する。
【００６５】
　適当な極性有機液体の例には、アミン、エーテル（特に、低級アルキルエーテル）、有
機酸、エステル、ケトン、グリコール、アルコールおよびアミドがある。このような中程
度に強力な水素結合液体の多数の具体的な例は、Ｉｂｅｒｔ　Ｍｅｌｌａｎによる「Ｃｏ
ｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ　ａｎｄ　Ｓｏｌｕｂｉｌｉｔｙ」の表題の教本（Ｎｏｙｅｓ　
Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎにより１９６８年に出版された）の３
９～４０ページの表２．１４で示されており、これらの液体は、全て、本明細書中で使用
される極性有機液体との用語の範囲内に入る。
【００６６】
　好ましい極性有機液体には、ジアルキルケトン、アルカンカルボン酸とアルカノールと
のアルキルエステル（特に、全体で６個まで（６個を含めて）の炭素原子を含有するよう
な液体）がある。好ましい液体および特に好ましい液体の例として、ジアルキルおよびシ
クロアルキルケトン（例えば、アセトン、メチルエチルケトン、ジエチルケトン、ジ－イ
ソプロピルケトン、メチルイソブチルケトン、ジ－イソブチルケトン、メチルイソアミル
ケトン、メチルｎ－アミルケトンおよびシクロヘキサノン）；アルキルエステル（例えば
、酢酸メチル、酢酸エチル、酢酸イソプロピル、酢酸ブチル、ギ酸エチル、プロピオン酸
メチル、酢酸メトキシプロピルおよび酪酸エチル）；グリコールならびにグリコールエス
テルおよびエーテル（例えば、エチレングリコール、２－エトキシエタノール、３－メト
キシプロピルプロパノール、３－エトキシプロピルプロパノール、酢酸２－ブトキシエチ
ル、酢酸３－メトキシプロピル、酢酸３－エトキシプロピルおよび酢酸２－エトキシエチ
ル）；アルカノール（例えば、メタノール、エタノール、ｎ－プロパノール、イソプロパ
ノール、ｎ－ブタノールおよびイソブタノール）およびジアルキルおよび環状エーテル（
例えば、ジエチルエーテルおよびテトラヒドロフラン）が言及され得る。特に好ましい溶
媒には、アルカノール、アルカンカルボン酸、およびアルカンカルボン酸のエステルがあ
る。
【００６７】
　極性有機液体として使用できる有機液体の例には、塗膜形成樹脂（例えば、塗料および
インクのような種々の用途で使用するためのインク、塗料およびチップの調製に適当なも
の）がある。このような樹脂の例には、ポリアミド（例えば、Ｖｅｒｓａｍｉｄ（商標）
およびＷｏｌｆａｍｉｄ（商標）、およびセルロースエーテル（例えば、エチルセルロー
スおよびエチルヒドロキシエチルセルロース、ニトロセルロースおよび酢酸酪酸セルロー
ス樹脂）（それらの混合物を含めて）が挙げられる。塗料樹脂の例には、ショートオイル
アルキド／メラミン－ホルムアルデヒド、ポリエステル／メラミン－ホルムアルデヒド、
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熱硬化性アクリル酸／メラミン－ホルムアルデヒド、ロングオイルアルキド、ポリエーテ
ルポリオールおよびマルチメディア樹脂（例えば、アクリル酸および尿素／アルデヒド）
が挙げられる。
【００６８】
　この有機液体は、ポリオール、すなわち、２個またはそれ以上の水酸基を有する有機液
体であり得る。好ましいポリオールには、アルファ－オメガジオール（特に、アルファ－
オメガジオールエトキシレート）が挙げられる。
【００６９】
　好ましい非極性有機液体には、脂肪族基、芳香族基またはそれらの混合物を含有する化
合物がある。
【００７０】
　好ましい非極性有機液体には、非ハロゲン化芳香族炭化水素（例えば、トルエンおよび
キシレン）、ハロゲン化芳香族炭化水素（例えば、クロロベンゼン、ジクロロベンゼン、
クロロトルエン）、非ハロゲン化脂肪族炭化水素（例えば、６個またはそれ以上の炭素原
子を含有する完全飽和および部分飽和の両方の直鎖および分枝脂肪族炭化水素）、ハロゲ
ン化脂肪族炭化水素（例えば、ジクロロメタン、四塩化炭素、クロロホルム、トリクロロ
エタン）および天然の非極性有機物（例えば、植物油、ひまわり油、あまに油、テルペン
およびグリセリド）がある。
【００７１】
　好ましくは、この有機液体は、全有機液体に基づいて、少なくとも０．１重量％、さら
に好ましくは、１重量％の極性有機液体を含有する。
【００７２】
　この有機液体は、さらに、水を含有し得る。
【００７３】
　この有機液体は、水を含有するとき、有機液体の量を基準にして、好ましくは、７０重
量％以下、さらに好ましくは、５０重量％以下、特に、４０重量％以下である。
【００７４】
　このプラスチック材料は、熱硬化性樹脂または熱可塑性樹脂であり得る。本発明で有用
な熱硬化性樹脂には、加熱、触媒または紫外線に晒したときに化学反応を受けて比較的に
不溶解性となる樹脂が挙げられる。熱硬化性樹脂での典型的な反応には、酸化または不飽
和二重結合、エポキシ／アミン、エポキシ／カルボニル、エポキシ／ヒドロキシル、ポリ
イソシアネート／ヒドロキシ、アミノ樹脂／ヒドロキシ部分が関与した反応、遊離ラジカ
ル反応またはポリアクリレート、カチオン重合またはエポキシ樹脂およびビニルエーテル
、縮合またはシラノールなどが挙げられる。
【００７５】
　ヒドロキシ官能性を有する重合体（頻繁には、ポリオール）は、熱硬化系において、ア
ミノ樹脂またはポリイソシアネートと架橋するのに広く使用されている。これらのポリオ
ールには、アクリルポリオール、アルキドポリオール、ポリエステルポリオール、ポリエ
ーテルポリオールおよびポリウレタンポリオールが挙げられる。典型的なアミノ樹脂には
、メラミン－ホルムアルデヒド樹脂、ベンゾグアナミン－ホルムアルデヒド樹脂、尿素－
ホルムアルデヒド樹脂およびグリコールウリル－ホルムアルデヒド樹脂が挙げられる。ポ
リイソシアネートには、２個またはそれ以上のイソシアネート基を有する樹脂（単量体状
脂肪族ジイソシアネート、単量体状芳香族ジイソシアネートおよびそれらの重合体を含め
て）がある。典型的な脂肪族ジイソシアネートには、ヘキサメチレンジイソシアネート、
イソホロンジイソシアネートおよび水素化ジフェニルメタンジイソシアネートが挙げられ
る。典型的な芳香族イソシアネートには、トルエンジイソシアネートおよびビフェニルジ
イソシアネートが挙げられる。
【００７６】
　特に好ましい熱可塑性樹脂には、ポリオレフィン、ポリエステル、ポリアミド、ポリカ
ーボネート、ポリウレタン、ポリスチレン、ポリ（メタ）アクリレート、セルロースおよ
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びセルロース誘導体が挙げられる。該組成物は、多数の方法で調製できるが、溶融混合お
よび乾式固体ブレンドが典型的な方法である。
【００７７】
　もし望ましいなら、これらの組成物は、他の成分（例えば、樹脂（この場合、それらは
、この有機媒体を既に構成しているものではない）、結合剤、流動化剤、沈降防止剤、可
塑剤、界面活性剤、消泡剤、レオロジー調節剤、レベリング剤、光沢改良剤および防腐剤
）を含有し得る。
【００７８】
　これらの組成物は、典型的には、１～９５重量％の微粒子固形物を含有し、その正確な
の量は、その固形物の性質に依存しており、この量は、その固形物の性質および固形物お
よび極性有機液体の相対密度に依存している。例えば、この固形物が有機材料（例えば、
有機顔料）である組成物は、その組成物の全重量を基準にして、好ましくは、１５～６０
重量％の固形物を含有するのに対して、この固形物が無機材料（例えば、無機顔料、充填
剤または増量剤）である組成物は、好ましくは、４０～９０重量％の固形物を含有する。
【００７９】
　この組成物は、分散体を調製するのに公知である通常の方法のいずれかにより、調製さ
れ得る。それゆえ、この固形物、有機媒体および分散剤は、その分散体が形成されるまで
、例えば、ボールミリング、ビードミリング、グラベルミリングまたはプラスチックミリ
ングにより、この固形物の粒子を適当な粒径に小さくするために、任意の順序で混合され
得、この混合物は次いで機械的処理に供される。あるいは、この固形物は、別個にまたは
他の媒体または分散剤のいずれかと混合して、その粒径を小さくするために処理され得、
次いで、他の成分が加えられ、その混合物がかき混ぜられて、この組成物が得られる。
【００８０】
　本発明の組成物は、液状分散体に特に適している。このような分散体に好ましい組成物
は、以下を含有する：
　ａ）０．５～３０部の微粒子固形物；
　ｂ）０．５～３０部の式（１）の化合物；および
　ｃ）４０～９９部の有機液体；
ここで、全ての部は、重量基準であり、そしてａ）＋ｂ）＋ｃ）の量＝１００である。
【００８１】
　さらに好ましくは、成分ａ）は、０．５～３０部の顔料を含有し、このような分散体は
、液状インク、塗料およびミルベースとして、有用である。
【００８２】
　もし、微粒子固形物および式（１）の分散剤を乾燥形状で含有する組成物が必要なら、
この有機液体は、好ましくは、蒸発のような簡単な分離手段により上記微粒子固形物から
容易に除去され得るように、揮発性である。しかしながら、この組成物は、この有機液体
を含有していることが好ましい。
【００８３】
　もし、この乾燥組成物が式（１）の分散剤および微粒子固形物から本質的になるなら、
それは、この微粒子固形物の重量を基準にして、好ましくは、少なくとも０．２％、さら
に好ましくは、少なくとも０．５％、特に、少なくとも１．０％の式（１）の分散剤を含
有する。好ましくは、この乾燥組成物は、この微粒子固形物の重量を基準にして、１００
％以下、好ましくは、５０％以下、さらに好ましくは、２０％以下、特に、１０重量％以
下の式（１）の分散剤を含有する。
【００８４】
　先に開示したように、本発明の組成物は、ミルベースを調製するのに特に適当であり、
ここで、その微粒子固形物は、有機液体中で、式（１）の化合物およびそれらの塩の存在
下にて、粉砕される。
【００８５】
　それゆえ、本発明のさらに他の局面によれば、微粒子固形物、有機液体および式（１）



(16) JP 5102490 B2 2012.12.19

10

20

30

40

50

の化合物およびそれらの塩を含有するミルベースが提供される。
【００８６】
　典型的には、このミルベースは、そのミルベースの全重量を基準にして、２０～７０重
量％の微粒子固形物を含有する。好ましくは、この微粒子固形物は、このミルベースの１
０重量％以上、特に、２０重量％以上である。このようなミルベースは、必要に応じて、
結合剤を含有し得、これは、ミリングの前または後のいずれかで、加えられる。
【００８７】
　この結合剤は、この有機媒体が揮発すると、この組成物に結合できる高分子材料である
。
【００８８】
　結合剤は、天然材料および合成材料を含めた高分子材料である。好ましい結合剤には、
ポリ（メタ）アクリレート、ポリスチレン、ポリエステル、ポリウレタン、アルキド、多
糖類（例えば、セルロース）、および天然タンパク質（例えば、カゼイン）が挙げられる
。好ましくは、この結合剤は、この組成物中にて、この微粒子固形物の量を基準にして、
１００％より多い量、さらに好ましくは、２００％、特に好ましくは、３００％より多い
量、最も好ましくは、４００％より多い量で、存在している。
【００８９】
　このミルベース中での任意の結合剤の量は、広い範囲にわたって変えることができるが
、好ましくは、このミルベースの連続／液相の１０％重量以上、特に、２０重量％以上で
ある。好ましくは、この結合剤の量は、このミルベースの連続／液相の５０％以下、特に
、４０重量％以下である。
【００９０】
　このミルベース中での分散剤の量は、この微粒子固形物の量に依存しているが、好まし
くは、このミルベースの０．５～５重量％である。
【００９１】
　本発明の組成物から製造される分散体およびミルベースは、被覆剤および塗料（特に、
高固形分塗料）；インク（特に、フレキソインク、グラビアインクおよびスクリーンイン
ク）；非水性セラミック加工（特に、テープコーティング、ドクターブレード、押出およ
び射出成形型の加工）；複合材料、化粧品、接着剤およびプラスチック材料で使用するの
に、特に適当である。
【００９２】
　それゆえ、本発明のさらに他の局面によれば、微粒子固形物、有機液体、結合剤および
式（１）の化合物およびそれらの塩を含有する塗料またはインクが提供される。
【００９３】
　先に述べたように、式（１）の分散剤の多くは、新規である。
【００９４】
　それゆえ、本発明のさらに他の局面によれば、式（４）の化合物およびそれらの塩が提
供される。
【００９５】
【化１４】

ここで、Ｒ、Ｙ、Ｔ、Ａ、Ｚ、ＡＩ、ｘ、（Ｙ）ｘおよびそれらの塩は、先に定義したと
おりであり、そしてｒは、１～２００である。
【００９６】
　式（４）のさらにより好ましい化合物およびそれらの塩が提供され、ここで、Ｒ、Ｔ、
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Ａ、Ｚ、ＡＩ、ｘ、これらの塩およびｒは、先に定義したとおりであり、Ｙは、Ｃ３～４

－アルキレンオキシであり、（Ｙ）ｘで表わされる鎖は、７５％までの数のエチレンオキ
シ繰り返し単位を含有し得る。
【００９７】
　本発明のさらに他の局面によれば、式（１）の化合物およびそれらの塩が提供され、こ
こで、Ｚは、１５００以上の数平均分子量を有するポリアミンおよび／またはポリイミン
であり、ここで、ｖは、０である。
【００９８】
　さらに好ましい式（１）の化合物およびそれらの塩が提供され、ここで、Ｙは、Ｃ３～

４－アルキレンオキシであり、（Ｙ）ｘで表わされる鎖は、７５％までの数のエチレンオ
キシ繰り返し単位を含有し得、そしてＺは、１５００以上の数平均分子量を有するポリア
ミンおよび／またはポリイミンである。
【００９９】
　本発明のさらに他の局面によれば、式１の化合物が提供される。
【０１００】
【化１５】

ここで、Ｒ、Ｙ、Ｔ、Ａ、Ｚ、ｘおよびｖは、先に定義したとおりであり、１－ｖは、１
～Ｖであり、そしてＷは、オキシドまたは尿素の残基である。
【０１０１】
　本発明は、以下の実施例によりさらに例示され、ここで、量に関する全ての言及は、特
に明記しない限り、重量部である。
【実施例】
【０１０２】
　（実施例１　Ｍ２００５　ＳＡ（１：１）ＰＥＩ（１３：１））
　撹拌したＪｅｆｆａｍｉｎｅ　（商標）Ｍ２００５（５０部、２５ｍｍｏｌｓ、Ｈｕｎ
ｔｓｍａｎから調達した）に、窒素ガス雰囲気下にて、無水コハク酸（２．５部、２５ｍ
ｍｏｌｓ、Ａ１ｄｒｉｃｈから調達した）を加えた。その温度を８０℃まで上げ、この混
合物を、８時間連続して撹拌した。この混合物の赤外スペクトルにより、一部の無水物基
が残留していることが明らかとなった。次いで、この撹拌混合物に、Ｊｅｆｆａｍｉｎｅ
（商標）Ｍ２００５（１．７部）を加え、これを、８０℃で、１時間にわたって、さらに
反応させた。この混合物の赤外スペクトルにより、全ての無水物基がうまく反応したこと
が明らかとなった。その生成物は、淡黄色の粘稠な油状物（５３．５ｇ）として、得られ
た。これは、中間体１である。
【０１０３】
　中間体１（５３．５部）を、８０℃で、ポリエチレンイミンＳＰ２００（４．１ｇ、Ｎ
ｉｐｐｏｎ　Ｓｈｏｋｕｂｉａから）と共に撹拌し、そして６時間にわたって、窒素雰囲
気下にて、１２０℃の温度まで加熱した。２５℃まで冷却した後、その生成物は、琥珀色
の粘稠な液体（５５部）として得られ、ここで、そのポリエーテル鎖とＰＥＩとの重量比
は、１３：１である。これは、分散剤１である。
【０１０４】
　（実施例２　Ｍ２００５　ＳＡ（１：１）ＰＥＩ（１７：１））
　ポリエチレンイミンの量を３．１５部に減らしたこと以外は、実施例１を繰り返した。
その生成物は、琥珀色の粘稠な液体（５５部）として得られ、ここで、そのポリエーテル
鎖とＰＥＩとの重量比は、１７：１である。これは、分散剤２である。
【０１０５】
　（実施例３　Ｍ６００　ＳＡ（１：１）ＰＥＩ（６：１））
　撹拌したＪｅｆｆａｍｉｎｅ（商標）Ｍ６００（５０部、８３．３ｍｍｏｌｓ、Ｈｕｎ
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ｔｓｍａｎから調達した）に、窒素ガス雰囲気下にて、無水コハク酸（８．３４部、８３
．３ｍｍｏｌｓ）を加えた。その温度を８０℃まで上げ、この混合物を、６時間連続して
撹拌した。この混合物の赤外スペクトルにより、全ての無水物基がうまく反応したことが
明らかとなった。これは、中間体２である。
【０１０６】
　中間体２（２４部）を、８０℃の温度で、窒素雰囲気下にて、ポリエチレンイミンＳＰ
２００（４．０部）と共に撹拌した。その混合物を１２０℃まで加熱し、依然として窒素
雰囲気下にて、６時間撹拌した。２５℃まで冷却した後、その生成物は、褐色の粘稠な液
体／粘性物質（２６部）として得、ここで、ポリエーテル鎖とＰＥＩとの重量比は、６：
１である。これは、分散剤３である。
【０１０７】
　（実施例４　Ｍ２００５　Ｍ６００　ＳＡ（８．５：３．５：１）ＰＥＩ（１０：１）
）
　Ｊｅｆｆａｍｉｎｅ（商標）Ｍ６００（１０．２部、１７ｍｍｏｌｓ）およびＪｅｆｆ
ａｍｉｎｅ（商標）Ｍ２００５（２５部、１２．５ｍｍｏｌｓ）の撹拌した混合物に、窒
素雰囲気下にて、無水コハク酸（２．９５部、２９．５ｍｍｏｌｓ）を加えた。その温度
を８０℃まで上げ、この混合物を、６時間撹拌した。赤外スペクトルにより、全ての無水
物基がうまく反応したことが明らかとなった。２５℃まで冷却した後、その生成物は、黄
色の粘稠な液体として、得られた。これは、中間体３である。
【０１０８】
　中間体３（３０．０部）に、８０℃の温度で、ポリエチレンイミンＳＰ２００（３．０
部）を加えた。その温度を１２０℃まで上げ、この混合物を、窒素雰囲気下にて、６時間
撹拌した。２５℃まで冷却した後、その生成物は、琥珀色の粘稠な油状物（４０部）とし
て得られ、ここで、Ｍ２００５とＭ６００とコハク酸との重量比は、８．５：３．５：１
であり、このポリエーテル鎖とＰＥＩとの重量比は、１０：１である。これは、分散剤４
である。
【０１０９】
　（実施例５　Ｍ２００５　Ｍ６００　ＳＡ（１４．３：１．７５：１）ＰＥＩ（１３：
１））
　Ｊｅｆｆａｍｉｎｅ（商標）Ｍ６００（６．１３部、１０．２ｍｍｏｌｓ）、Ｊｅｆｆ
ａｍｉｎｅ（商標）Ｍ２００５（５０部、２５ｍｍｏｌｓ）および無水コハク酸（３．５
部、３５ｍｍｏｌｓ）を、８０℃で、窒素下にて、６時間撹拌した。２５℃まで冷却した
後、その生成物は、黄色の粘稠な液体として、得られた。これは、中間体４である。
【０１１０】
　中間体４（３９部）に、８０℃で、ポリエチレンイミンＳＰ２００（３．０部）を加え
た。これらの反応物を、窒素下にて、１２０℃で、６時間撹拌した。２５℃まで冷却した
後、その生成物は、琥珀色の粘稠な液体（４０部）として得られ、ここで、ポリエーテル
鎖とＰＥＩとの重量比は、１３：１である。これは、分散剤５である。
【０１１１】
　（中間体５～１９）
　表１で示した違い以外は、実施例１で記述した方法と同じ方法を使用して、中間体５～
１５を調製した。
【０１１２】
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【表１】

　Ｊｅｆｆａｍｉｎｅ（商標）Ｍ２００５に代えて、５０ｇのＰＡＧ２４Ａを使用した；
そして３ｇの無水コハク酸を使用したこと以外は、実施例１で記述した方法と同じ方法を
使用して、中間体１６を調製した。ＰＡＧ２４Ａは、プロピレンオキシドに由来の平均し
て２４個の繰り返し単位を有するＣ１２～１５アルコールに由来のポリエーテルをシアノ
エチル化し水素化することにより調製したポリエーテルアミンである。
【０１１３】
　Ｊｅｆｆａｍｉｎｅ（商標）Ｍ２００５に代えて、６０ｇのＰＡＧ２０Ａを使用した；
そして無水コハク酸に代えて、４ｇの無水グルタル酸を使用したこと以外は、実施例１で
記述した方法と同じ方法を使用して、中間体１７を調製した。ＰＡＧ２０Ａは、ブチレン
オキシドに由来の平均して２０個の繰り返し単位を有するＣ１３アルコールに由来のポリ
エーテルをシアノエチル化し水素化することにより調製したポリエーテルアミンである。
【０１１４】
　中間体１８および１９は、それぞれ、米国特許第６，１９７，８７７号の実施例１９の
生成物およびヨーロッパ特許出願第１，２２４，０２８号の実施例１１のポリエステルで
ある。
【０１１５】
　（分散剤６～３５）
　表２で示した違い以外は、実施例１で記述した方法と同じ方法を使用して、分散剤６～
３５を調製した。
【０１１６】
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【表２】

　（分散剤２９）
　分散剤１（５９ｇ）および無水コハク酸（１．８６ｇ）を、８０℃で、窒素雰囲気下に
て、４時間撹拌した。その混合物のＩＲにより、無水物が存在していないことが明らかと
なった。琥珀色の粘稠な液体（５８ｇ）が得られた。
【０１１７】
　（分散剤３０）
　分散剤７（２０ｇ）および無水コハク酸（０．７３ｇ）を、８０℃で、窒素雰囲気下に
て、４時間撹拌した。その混合物のＩＲにより、無水物が存在していないことが明らかと
なった。琥珀色の粘稠な液体（１９ｇ）が得られた。
【０１１８】
　（分散剤３１）
　分散剤８（２０ｇ）および尿素（０．７１ｇ）を、１２０℃で、窒素雰囲気下にて、１
８時間撹拌した。褐色の粘稠な液体（１８ｇ）が得られた。
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【０１１９】
　（分散剤３２）
　分散剤１２（１６．５ｇ）および３５％過酸化水素水溶液（１．１ｇ）を、８０℃で、
窒素雰囲気下にて、６時間撹拌した。淡黄色の粘稠な液体（５８ｇ）が得られた。
【０１２０】
　（分散剤３３）
　分散剤１８（２０ｇ）および硫酸ジメチル（０．２６ｇ）を、全てのＤＭＳが反応して
ブロモクレゾールグリーン指示薬によって検出できなくなるまで、９０℃で、窒素雰囲気
下にて、４時間撹拌した。淡黄色の粘稠な液体（１８ｇ）が得られた。
【０１２１】
　（分散剤３４）
　分散剤２２（３１ｇ）および無水コハク酸（１．９２ｇ）を、８０℃で、窒素雰囲気下
にて、４時間撹拌した。その混合物のＩＲにより、無水物が存在していないことが明らか
となった。琥珀色の粘稠な液体（３０ｇ）が得られた。
【０１２２】
　（分散剤３５）
　分散剤２３（５５ｇ）および無水コハク酸（１．７７ｇ）を、８０℃で、窒素雰囲気下
にて、４時間撹拌した。その混合物のＩＲにより、無水物が存在していないことが明らか
となった。琥珀色の粘稠な液体（５４ｇ）が得られた。
【０１２３】
　それぞれ、中間体１２を、１０：１の重量比で、６５，０００のＭｗを有するポリアリ
ルアミンと反応させたこと、また、中間体１３を、５：１の重量比で、１７，０００のＭ
ｗを有するポリアリルアミンと反応させたこと以外は、実施例１で記述した方法と同じ方
法を使用して、分散剤３６および３７を調製した。
【０１２４】
　（ミルベースの調製）
　分散剤１～５を使用して、一連のマゼンタミルベースを調製した。これらのミルベース
は、この分散剤（０．４０部）を表１で示した溶媒に溶解することにより、調製した。ガ
ラスビーズ（３ｍｍ、１７部）およびＭｏｎｏｌｉｔｅ　Ｒｕｂｉｎｅ　３Ｂ（Ｈｅｕｂ
ａｃｈから　２．０部）を加え、その混合物を、水平振盪機にて、１６時間振盪した。次
いで、得られた分散体を、任意評点Ａ～Ｅ（良好から不良）を使用して、流動性について
評価した。これらの結果を、表３～４で示す。
【０１２５】
【表３】
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【０１２６】
【表４】

　表３～４は、本発明の分散剤が非常に異なる特性の有機媒体を使って良好な流動性を与
えることを示している。
【０１２７】
　表４の注記：対照１は、表３で使用したものと同じ対照であり、そして対照２は、その
ミリング調合物にて分散剤を使用せずに分散剤の重量を溶媒で置き換えた場合である。
【０１２８】
　上で引用した各文献の内容は、本明細書中で参考として援用されている。実施例を除い
て、または、他に明らかに指示がなければ、物質の量、反応条件、分子量、炭素原子数な
どを特定している本記述の全ての数値量は、「約」という用語により修飾されることが分
かる。他に指示がなければ、本明細書中で言及した各化学物質または組成物は、その異性
体、副生成物、誘導体、および市販等級の物質中に存在すると通常考えられているような
他のこのような物質を含有し得る、市販等級の物質であると解釈されるべきである。しか
しながら、各化学成分の量は、他に指示がなければ、市販等級の物質に通例存在し得る溶
媒または希釈油を除いて、提示されている。本明細書中で示した上限および下限の量、範
囲および比の限界値は、別個に組み合わされ得ることが分かる。同様に、本発明の各要素
の範囲および量は、他の要素のいずれかの範囲または量と併用され得る。本明細書中で使
用する「本質的になる」との表現には、問題の組成物の基本的で新規な特性に著しく影響
を与えない物質が含まれていてもよい。
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